
都
市
計
画
審
議
会
が
２
月
２

日
に
開
催
さ
れ
、
一
つ
は
、
城

陽
山
砂
利
跡
地
の
宇
治
市
計
画

公
園
の
変
更
が
審
議
さ
れ
、
も

う
一
つ
は
「
都
市
経
計
画
に
関

す
る
定
期
見
直
し
に
あ
た
っ
て

の
基
本
方
針
」
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

２
０
０
４
年
か
ら
２
０
０
５

年
に
か
け
て
１
０
ト
ン
ダ
ン
プ

カ
ー
１
万
６
，
３
０
０
台
分
が

採
取
地
に
搬
入
さ
れ
、
京
都
府

は
、
そ
の
う
ち
３
，
０
０
０
台

分
を
産
廃
の
汚
泥
と
認
定
し
た
。

そ
の
城
陽
市
山
砂
利
採
取
跡

地
の
公
園
計
画
と
北
川
エ
リ
ア

埋
め
戻
し
た
平
地
部
分
に
公
園

の
拡
大
も
報
告
さ
れ
た
。

問
題
な
の
は
、
民
間
活
用
で

民
間
の
提
案
を
受
け
て
公
園
づ

く
り
を
す
る
と
い
う
計
画
で
す
。

公
園
面
積
の
拡
大
に
な
れ
ば
、

建
物
の
建
蔽
率
が
広
が
り
、
民

間
が
北
川
エ
リ
ア
の
土
地
を
活

用
し
て
、
事
業
計
画
を
推
進
す

る
事
に
な
り
ま
す
。

民
間
の
事

業
に
な
れ
ば
、

投
資
に
見
合
っ

た
利
益
追
求

が
求
め
ら
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
施

設
、
宿
泊
や
飲
食
、
遊
行
施
設

で
あ
っ
て
も
、
府
民
の
た
め
と

言
い
な
が
ら
も
、
儲
け
追
求
に

な
ら
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

城
陽
市
山
砂
利
跡
地
は
、
埋

め
戻
し
の
時
に
産
業
廃
棄
物
等

の
危
険
物
が
入
っ
て
い
る
危
険

性
が
あ
り
、
そ
の
確
認
撤
去
も

十
分
に
行
わ
れ
た
か
が
疑
わ
し

い
物
で
す
。

軟
弱
地
盤
が
４
０
メ
ー
ト
ル

の
深
さ
ま
で
あ
り
、
そ
ん
な
と

こ
ろ
に
遊
休
施
設
な
ど
、
儲
け

本
位
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
、

計
画
に
は
反
対
し
ま
し
た
が
、

多
数
決
で
賛
成
多
数
で
採
決
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

府
民
の
財
産
と
し
て
、
真
に

役
立
つ
施
設
へ
引
き
続
き
指
摘

を
し
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

南
部
の
開
発
優
先

姿
勢
の
計
画
案
は

と
ん
で
も
な
い

報
告
事
項
の
「
都
市
経
計
画

に
関
す
る
定
期
見
直
し
に
あ
た
っ

て
の
基
本
方
針
」
は
、
さ
ら
に

ひ
ど
い
内
容

で
す
。

防
災
減
災

の
概
念
に
現

状
の
「
自
然

災
害
に
よ
る

被
害
が
増
大

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
新
た
な
土

地
利
用
転
換
を
抑
制
」
と
し
て

い
た
の
を
「
防
災
の
観
点
を
取

り
入
れ
た
土
地
利
用
や
住
ま
い

方
の
工
夫
」
と
内
容
が
「
抑
制
」

か
ら
「
工
夫
」
と
規
制
か
ら
百

八
十
度
転
換
し
て
、
開
発
優
先

す
る
内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

い
ま
で
も
、
自
給
率
３
７
％

と
言
う
事
態
に
優
良
農
地
が
つ

ぶ
さ
れ
、
南
部
地
域
で
は
山
林

は
切
り
開
か
れ
、
異
常
気
象
が

多
発
し
て
い
る
中
、
全
国
各
地

で
豪
雨
災
害
が
起
き
て
お
り
、

開
発
優
先
へ
の
変
更
は
許
さ
れ

な
い
、
と
ん
で
も
な
い
基
本
方

針
の
変
更
で
す
。

岡
山
の
大
水
害
も
多
く
の
人

は
ま
さ
か
こ
ん
な
所
で
と
言
う

地
域
で
の
大
規
模
災
害
で
山
林

や
農
地
を
開
発
で
潰
し
て
き
た

結
果
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
無
責
任
な
開
発
を
許
さ
ず

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指

し
ま
し
ょ

う
。
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原田 完です
がんばります

都
市
計
画
審
議
会

２
月
２
日
に
開
催

府
民
の
財
産
と
し
て
役
立
つ
施
設
に

私は原田府会議員に期待します

日本の夜明けは京都から
名護市民 仲本 興真

１月２３日投票・開票の名護市長選挙は新基地建設反対をかかげたオー

ル沖縄の候補が１４，４３９票を獲得したが、相手候補に敗北した。相手候

補の獲得票数は１９，５２４票。戦況の構図は、相手候補は自民・公明の政

権政党におされたさ候補。岸本候補はオール沖縄の候補。選挙戦は沖

縄北部の小さな街の大きな闘いだった。

何かあると「辺野古唯一」を掲げる日本政府。思考停止をして抑止

力の名のもとに、コロナ禍のなかにもかかわらず、がむしゃらに辺野古

新基地建設を進めている。そこには、県民の負担の

軽減を掲げながら、一途に大企業・ゼネコンの利益

追求の走狗となった日本政府の哀れな姿がよく見

える。

選挙後、多くの方から聞いた言葉。「お金に負けたのかね？」 地元

のマスコミは「基地には反対だが、辺野古移設が止まらない苛立ち、

失望だと。辺野古阻止より、今ある暮らし」と。確かにそうだろう。コロ

ナ禍の中で、庶民の暮らしは厳しい。当面の安定した生活を望む。思考

力をめぐらすと、大企業本位の政治の貧困が今をつくっているにも関

わらず、庶民は首を絞める政党を支持する。この現実にいら立つ。見え

ない仕組みを巧妙につくって庶民をだましていく。

選挙結果は基地受け入れのための再編交付金で、保育料、給食費、

医療費の３つの無料化を実現した現市長を名護市民は選択した。選挙

の２年前、保育料が名護市は無料になったからと、近隣市町村から若

い子育て世代が、移住してきたと話していた知人がいた。ふりかえる

と、本来、子育て支援は、政治のやるべき取り組みだ

と思う。民意を踏みにじって、子供の将来を奪う基地

建設は断じて許せない。

基地建設現場の漁民が、「私たちも基地には反対だ。しかし、国には

勝てない」といっていた悲痛な言葉を思い出す。基地こそ沖縄経済発

展の最大の障害にもかかわらず庶民は騙され続けていく。いつまで騙

され続けるのか。

しかし、あきらめるのは早い。そうだ、日本共産党がいる。ある。働く

人々に、事の本質を明らかにして、展望を明らかに

する日本共産党。その躍進なしには、庶民の営業

と生活は守れない。日本の夜明けは京都からとよ

く言われた。日本共産党の躍進と、原田完さんの

活躍を心より期待します。


